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書
評秋

葉
悦
子
『
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
―
死
に
ゆ
く
者
、
生
ま
れ
て
く
る
者
、

医
職
の
尊
厳
の
尊
重
に
向
け
て
―
』
創
文
社
、
二
〇
一
四
年佐

藤
紀
子

　

本
著
は
、
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
を
牽
引
す
る
著
者
に
よ
り
長
崎
純
心
大
学
で
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
六
日
か
ら
三
日
間
お
こ
な

わ
れ
た
「
純
心
レ
ク
チ
ャ
ー
ズ
」
の
講
義
を
も
と
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
科
学
技
術
の
発
達
に
と
も
な
い
生
命
倫
理
学

そ
の
も
の
が
多
種
混
淆
、
増
殖
を
極
め
る
近
年
、
人
格
主
義
を
戴
く
生
命
倫
理
学
と
な
る
と
、
ま
た
も
新
手
の
生
命
倫
理
の
一
学
説

が
誕
生
し
た
か
と
訝
し
く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
が
ヴ
ァ
チ
カ
ン
主
導
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
こ
と
を
か

ん
が
み
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
の
み
適
う
特
殊
な
生
命
倫
理
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
副
題
の

「
死
に
ゆ
く
者
、
生
ま
れ
て
く
る
者
、
医
職
の
尊
厳
の
尊
重
に
向
け
て
」
に
収
斂
さ
れ
る
と
お
り
、
本
著
の
焦
点
は
、
死
に
ゆ
く
時

や
生
ま
れ
く
る
時
の
間
際
の
生
命
の
弱
さ
に
対
す
る
倫
理
と
、
そ
の
間
際
を
ど
こ
ま
で
も
命
と
し
て
見
守
る
医
師
の
本
来
性
の
探
究

に
も
と
づ
く
倫
理
に
あ
て
ら
れ
る
。

　

苦
し
み
の
さ
な
か
に
ふ
と
頭
を
よ
ぎ
る
、
死
ん
で
も
い
い
、
生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
想
い
と
、
死
ん
で
も
よ
い

命
も
、
生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
い
命
も
ど
こ
に
も
な
い
と
い
う
想
い
は
、
だ
れ
も
が
感
じ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
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生
死
の
間
際
の
弱
さ
へ
の
ま
な
ざ
し
に
貫
か
れ
た
本
著
は
、
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
が
生
命
倫
理
学
の
単
な
る
一
変
奏
な
の
で
も
な

く
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
よ
る
上
意
下
達
の
学
説
で
も
な
く
、
世
俗
的
生
命
倫
理
学
に
対
す
る
信
仰
的
生
命
倫
理
学
に
区
別
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
も
な
く
、
人
類
が
共
通
に
育
ん
で
き
た
弱
さ
へ
の
共
感
と
、
弱
さ
を
含
め
た
人
間
の
統
一
性
・
唯
一
性
（
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
）

の
尊
重
に
依
拠
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

著
者
は
上
智
大
学
法
学
部
で
刑
法
学
を
学
ん
だ
。
一
九
八
八
年
に
執
筆
し
た
修
士
論
文
で
自
殺
関
与
罪
・
同
意
殺
人
罪
を
取
り
上

げ
、
刑
法
学
の
な
か
で
も
生
命
倫
理
に
か
か
わ
る
研
究
を
す
で
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
合
衆
国
を
中
心
に
し
た
自
己
決
定
権

を
最
高
原
理
と
し
た
生
命
倫
理
学
が
日
本
に
流
入
し
、
主
流
に
な
っ
て
い
く
な
か
、
著
者
は
こ
れ
と
決
別
す
る
決
定
的
な
出
会
い
を

果
た
す
。
一
九
九
五
年
三
月
二
五
日
の
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
回
勅
「
生
命
の
福
音
」
で
あ
る
。
生
命
倫
理
学
が
個
々
人
の
自
己

決
定
権
に
依
拠
し
た
の
に
対
し
、「
生
命
の
福
音
」
は
人
間
の
尊
厳
こ
そ
が
最
高
原
理
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
、
人
間
の
尊
厳
が
個

人
の
自
由
裁
量
の
み
な
ら
ず
、
世
論
、
経
済
状
況
、
政
治
的
権
勢
力
、
科
学
技
術
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の

出
会
い
が
著
者
を
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
の
研
究
へ
と
導
く
。
ロ
ー
マ
教
皇
庁
グ
レ
ゴ
リ
ア
ン
大
学
、
ロ
ー
マ
聖
心
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
医
学
部
生
命
倫
理
研
究
所
な
ど
、
カ
ト
リ
ッ
ク
生
命
倫
理
学
に
お
け
る
在
外
研
究
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
セ
ラ
博

士
を
筆
頭
に
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
の
大
家
の
教
授
を
う
け
た
。

　

現
在
は
、
富
山
大
学
に
教
鞭
を
と
ら
れ
な
が
ら
、
数
多
く
の
国
際
会
議
に
招
聘
さ
れ
、
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
を
国
内
外
で
牽
引

す
る
。
人
格
主
義
生
命
倫
理
を
学
ぶ
た
め
の
第
一
級
の
文
献
の
訳
著
者
と
し
て
知
ら
れ
、『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
命
倫

理
―
ヒ
ト
胚
の
尊
厳
を
め
ぐ
っ
て
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
五
年
）
や
『
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
総
論
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
五
年
）

も
ま
た
、
日
本
国
内
に
人
格
主
義
生
命
倫
理
の
国
際
的
な
動
向
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
生
命
倫
理
学
の
本
質
的
な
議
論
を
照
ら
し
て
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い
る
。
こ
う
し
た
著
者
に
よ
る
専
門
書
の
な
か
で
、
本
著
は
講
演
か
ら
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
選
び
抜
か
れ
た
論
点
が

端
的
な
こ
と
ば
で
語
ら
れ
て
お
り
、
生
命
倫
理
の
初
心
者
に
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
長
く
育
ん
で
き
た
生
命
の
思
想
の
初
心
者
に

も
、
現
在
論
じ
ら
れ
て
い
る
生
命
倫
理
の
議
論
を
人
格
主
義
に
即
し
て
再
考
す
れ
ば
、
な
に
が
問
題
な
の
か
が
見
え
て
く
る
。

　

第
一
部
「
終
末
期
医
療
を
め
ぐ
る
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
の
展
開
―
医
学
倫
理
に
立
脚
し
た
法
形
成
へ
の
取
り
組
み
―
」
で
は
、

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
時
代
の
人
体
実
験
の
苦
い
経
験
か
ら
国
際
社
会
が
学
び
と
っ
た
優
生
思
想
に
対
す
る
深
い
反
省
と
、
北
米
を
中
心
に

し
た
自
己
決
定
権
の
議
論
か
ら
生
じ
る
生
命
倫
理
上
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
の
ル
ー
ツ
や
歴
史
的
経
緯

が
論
じ
ら
れ
る
。
第
二
部
「
ヒ
ト
胚
研
究
を
め
ぐ
る
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
の
展
開
―
医
学
倫
理
か
ら
生
物
医
学
研
究
倫
理
（
生
命

倫
理
）、
そ
し
て
生
物
医
学
研
究
法
（
生
命
法
）
へ
―
」
で
は
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
も
っ
と
も
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
生
命
倫
理
学
上
の

問
題
で
あ
る
ヒ
ト
胚
研
究
に
お
い
て
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
が
果
た
す
役
割
が
論
じ
ら
れ
る
。
著
者
の
視
点
に
ぶ
れ
は
な
く
、
前
述

し
た
と
お
り
弱
さ
へ
の
共
感
と
弱
さ
を
含
め
た
人
間
の
統
一
性
へ
の
尊
重
が
貫
か
れ
る
。
著
者
は
冒
頭
で
は
っ
き
り
と
、
人
格
主
義

生
命
倫
理
と
は
弱
者
と
連
帯
し
て
共
通
善
を
追
求
す
る
生
き
方
と
し
、「
弱
者
を
切
り
捨
て
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
弱
肉
強
食
の

物
理
法
則
に
従
う
こ
と
な
く
、
か
え
っ
て
強
者
が
弱
者
に
奉
仕
し
、
犠
牲
に
な
る
倫
理
法
則
に
従
う
こ
と
を
求
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を

正
義
の
法
則
に
ま
で
高
め
よ
う
と
す
る
」（
三
頁
）
こ
と
だ
と
の
べ
、
優
生
思
想
や
慈
悲
殺
は
も
と
よ
り
、
自
己
決
定
権
に
の
み
依

拠
し
た
安
楽
死
、
生
殖
補
助
医
療
や
再
生
医
療
を
理
由
に
し
た
ヒ
ト
胚
へ
の
人
為
的
介
入
や
使
用
、
身
体
の
資
源
化
な
ど
、
人
間
の

質
に
差
を
も
う
け
、
そ
の
差
に
よ
っ
て
医
学
の
発
展
や
一
部
の
人
間
の
利
益
の
た
め
に
人
格
と
み
な
さ
れ
な
い
人
間
を
作
り
上
げ
、

利
用
し
、
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

　

弱
者
排
斥
を
正
当
化
す
る
根
拠
に
人
格
概
念
を
使
用
さ
せ
な
い
と
い
う
本
著
の
強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
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が
根
拠
と
す
る
人
格
概
念
か
ら
発
せ
ら
れ
る
。
人
格
主
義
は
人
格
概
念
を
自
律
的
生
命
と
生
物
学
的
生
命
と
に
わ
け
る
こ
と
な
く
、

両
者
が
合
一
し
た
人
間
で
「
あ
る
」
こ
と
に
人
格
の
尊
厳
を
み
る
。
こ
う
し
た
人
格
の
実
存
的
・
存
在
論
的
見
方
は
、
生
命
の
質
を

認
め
る
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ソ
ン
論
と
対
立
す
る
。
パ
ー
ソ
ン
論
に
よ
れ
ば
、
理
性
的
で
自
意
識
の
あ
る
人
間
は
人
格
と
し
て
認
め
ら
れ
、

そ
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
胎
児
、
新
生
児
、
重
篤
な
精
神
障
が
い
者
、
永
続
的
な
植
物
状
態
の
患
者
な
ど
は
人
間
で
あ
っ
て
も
人
格

と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
自
律
的
生
命
は
人
格
で
あ
り
、
生
物
学
的
生
命
は
人
格
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
パ
ー
ソ
ン
論
の
よ
う
に

人
格
に
区
別
を
も
う
け
る
立
場
は
、
両
者
の
別
な
く
無
条
件
に
生
命
で
「
あ
る
」
こ
と
に
人
格
の
尊
重
を
み
る
人
格
主
義
生
命
倫
理

学
に
立
脚
す
れ
ば
、
生
命
の
質
に
こ
だ
わ
り
、
絶
対
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
を
分
断
す
る
脅
威
と
な
る
。

　

く
わ
え
て
、
こ
の
分
断
は
法
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
な
る
。
分
断
が
合
法
化
さ
れ
る
と
弱
者
の
生
存
は
危
機
に
曝
さ
れ

る
。
強
者
が
弱
者
を
利
用
し
、
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
か
ら
だ
。
ゆ
え
に
、
著
者
は
法
と
い
う
問
題
に
立
ち
入
る
。
人
間

を
物
理
法
則
で
は
な
く
倫
理
法
則
の
下
に
お
き
、
こ
れ
を
正
義
の
法
則
と
し
て
高
め
る
と
い
う
本
著
冒
頭
の
主
張
を
換
言
す
れ
ば
、

人
間
を
モ
ノ
と
し
て
で
は
な
く
、
人
格
と
し
て
そ
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
人
格
の
尊
厳
を
最
高

原
理
と
し
て
法
の
理
念
に
据
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
一
日
目
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
締
め
く
く
り
に
、

い
ま
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
が
促
進
さ
れ
る
べ
き
二
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
人
格
の
尊
厳
原
則
の
内
容
の
実
質
的
な
深
化
と
、
人
格

の
尊
厳
原
則
の
法
原
則
へ
の
格
上
げ
を
指
摘
す
る
（
五
八
頁
）。

　

著
者
が
人
格
の
尊
厳
原
則
の
深
化
と
そ
の
法
原
則
へ
の
格
上
げ
を
指
摘
す
る
背
景
に
は
、
日
本
の
生
命
倫
理
に
か
か
わ
る
諸
問
題

に
通
底
す
る
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
国
際
社
会
に
お
い
て
、『
世
界
人
権
宣
言
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
間

の
尊
厳
の
尊
重
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
の
憲
法
に
は
そ
の
規
定
が
な
く
、
し
ば
し
ば
憲
法
一
三
条
の
「
個
人
の
尊
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重
」
と
混
同
さ
れ
る
と
い
う
著
者
の
指
摘
は
こ
の
問
題
の
象
徴
と
い
え
よ
う
。
憲
法
一
三
条
の
「
個
人
の
尊
重
」
は
「
公
共
の
福
祉

に
反
し
な
い
限
り
」
と
い
う
制
約
下
に
あ
り
、
無
条
件
に
人
間
の
尊
厳
と
そ
の
保
護
を
謳
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
欧
州
諸
国
に
お
け

る
人
間
の
尊
厳
の
明
文
化
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
、
国
家
規
模
で
お
こ
な
わ
れ
た
ナ
チ
ス
の
医
師
た
ち
に
よ
る
非
人
道
的
な
人

体
実
験
や
精
神
病
者
の
慈
悲
殺
に
対
し
て
欧
州
諸
国
が
深
く
反
省
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
結
実
し
た
も
の
で
あ
る
。「
公
共
の
福

祉
」
が
人
間
の
尊
厳
に
優
越
し
、
公
共
の
た
め
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
の
人
権
が
脅
か
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、「
個
人
の
尊
重
」
は
人

間
の
尊
厳
へ
の
完
全
な
る
違
反
で
あ
る
。
同
様
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
問
題
点
を
挙
げ
て
い
く
。
日
本
の
安
楽
死
要
件
の
根
拠
と
な
っ
た

論
文
が
、
ナ
チ
ス
の
慈
悲
殺
を
正
当
化
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
＝
ホ
ッ
ヘ
の
共
著
論
文
を
援
用
し
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
九
四
八
年
に
制
定
さ
れ
た
「
優
生
保
護
法
」
が
一
九
九
六
年
ま
で
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
一
九
九
六
年

に
な
っ
て
よ
う
や
く
新
薬
の
臨
床
試
験
に
お
け
る
被
験
者
保
護
の
た
め
に
薬
事
法
に
規
制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
日
本
で
は
い

か
に
人
間
の
尊
厳
に
も
と
づ
く
法
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
か
が
つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
る
。
著
者
に
導
か
れ
、
人
格
主
義
の
視
座
か

ら
日
本
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
の
状
況
を
見
返
す
と
、「
公
共
」
の
た
め
に
弱
者
を
切
り
捨
て
る
秘
め
た
る
優
生
思
想
が
根
底
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
空
恐
ろ
し
い
。

　

第
二
部
「
ヒ
ト
胚
研
究
を
め
ぐ
る
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
の
展
開
―
医
学
倫
理
か
ら
生
物
医
学
研
究
倫
理
（
生
命
倫
理
）、
そ
し

て
生
物
医
学
研
究
法
（
生
命
法
）
へ
―
」
で
は
、
今
度
は
ヒ
ト
胚
を
め
ぐ
っ
て
人
格
の
尊
厳
の
問
題
が
先
鋭
化
す
る
。
一
九
九
七
年
、

英
国
で
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
よ
り
羊
の
ド
リ
ー
が
誕
生
し
た
の
を
受
け
、
各
国
で
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
の
禁
止
と
い
う
対
応
が
と
ら
れ
た
の

も
束
の
間
、
九
八
年
に
は
ヒ
ト
の
初
期
胚
か
ら
多
能
性
を
有
す
る
Ｅ
Ｓ
細
胞
が
樹
立
さ
れ
る
と
急
展
開
を
み
せ
る
。
く
わ
え
て
、
体

細
胞
核
移
植
技
術
に
よ
っ
て
ヒ
ト
ク
ロ
ー
ン
胚
か
ら
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
樹
立
す
る
こ
と
で
、
免
疫
拒
絶
の
な
い
再
生
医
療
の
計
画
が
明
ら
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か
に
な
る
と
、
再
生
医
療
へ
の
世
界
的
な
期
待
と
莫
大
な
市
場
を
前
に
、
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
の
全
面
禁
止
を
回
避
し
、
ヒ
ト
胚
の
研
究

利
用
の
機
運
が
い
っ
き
に
高
ま
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
細
胞
は
ヒ
ト
胚
の
内
部
細
胞
塊
か
ら
作
成
さ
れ
る
た
め
、
ヒ
ト
胚
の
破
壊
が
前
提
と
な

る
。
人
は
受
精
時
か
ら
人
格
で
あ
る
と
す
る
人
格
主
義
生
命
倫
理
学
は
、
当
然
、
尊
厳
を
も
つ
ヒ
ト
胚
の
破
壊
を
と
も
な
う
Ｅ
Ｓ
細

胞
の
作
成
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
立
場
を
と
る
。

　

一
方
の
ヒ
ト
胚
の
研
究
利
用
の
正
当
化
は
、
パ
ー
ソ
ン
論
の
ひ
と
つ
と
し
て
多
様
な
展
開
を
み
せ
た
。
代
表
的
な
も
の
が
前
胚

（pre-em
bryo

）
で
あ
る
。
一
九
七
八
年
に
世
界
初
の
体
外
受
精
児
を
誕
生
さ
せ
た
エ
ド
ワ
ー
ズ
博
士
の
要
請
で
一
九
八
二
年
に
設

置
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ノ
ッ
ク
委
員
会
（
ヒ
ト
の
受
精
と
発
生
学
に
関
す
る
調
査
委
員
会
）
で
は
、「
胚
は
受
精
後
最
初
の
二
週
間
は
存
在
し

な
い
」
と
さ
れ
、
二
週
間
ま
で
の
胚
は
胚
で
は
な
く
前
胚
（pre-em

bryo

）
と
わ
ざ
わ
ざ
名
付
け
ら
れ
た
。
前
胚
に
は
痛
み
を
感
受

す
る
原
始
線
条
が
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
と
さ
れ
、
こ
れ
を
根
拠
に
実
験
利
用
が
許
可
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
脳
生
説
や
新
皮
質
説
な

ど
、
初
期
胚
の
人
格
を
否
定
す
る
根
拠
が
多
様
に
出
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
、
発
生
生
物
学
に
よ
っ
て
ヒ
ト
胚
が
生
物
学
的
な
ヒ
ト

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
日
本
国
内
の
議
論
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
著
者
に
導
か
れ
、
人
格
主
義
の
立
場
か
ら
日
本
の
ヒ
ト
胚
を
め
ぐ
る
倫
理
問
題
に
目

を
向
け
る
と
、
Ｅ
Ｓ
細
胞
樹
立
の
際
の
ヒ
ト
胚
の
破
壊
の
み
な
ら
ず
、
ヒ
ト
受
精
胚
の
供
給
元
と
し
て
生
殖
医
療
の
問
題
に
至
る
。

国
内
に
お
け
る
ヒ
ト
胚
に
関
す
る
動
向
を
概
観
す
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
の
「
ヒ
ト
に
関
す
る
ク
ロ
ー
ン
技
術
等
の
規
制
に
関
す
る
法

律
」（
ク
ロ
ー
ン
技
術
規
制
法
）
で
特
定
胚
を
ヒ
ト
か
動
物
の
体
内
に
移
植
す
る
行
為
は
禁
じ
た
が
、
特
定
胚
の
作
成
や
実
験
利
用
の

規
制
は
「
特
定
胚
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
指
針
」
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。
同
年
の
「
ヒ
ト
胚
性
幹
細
胞
を
中
心
と
し
た
ヒ
ト
胚
研
究
に

関
す
る
基
本
的
考
え
方
」（
科
学
技
術
会
議
生
命
倫
理
委
員
会
ヒ
ト
胚
研
究
小
委
員
会
）
で
は
、
ヒ
ト
胚
の
地
位
は
「
ヒ
ト
の
生
命
の
萌
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芽
」
と
表
わ
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
「
生
命
の
萌
芽
」
と
い
う
表
現
は
関
連
文
書
の
定
型
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、「
生
命
の
萌
芽
」

で
あ
る
は
ず
の
ヒ
ト
胚
利
用
を
可
能
に
す
る
指
針
が
出
る
。
二
〇
〇
一
年
に
文
科
省
の
「
ヒ
ト
Ｅ
Ｓ
細
胞
の
樹
立
及
び
使
用
に
関
す

る
指
針
」
に
お
い
て
、
生
殖
補
助
医
療
に
お
け
る
余
剰
胚
を
Ｅ
Ｓ
細
胞
樹
立
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
た
。「
生
命
の

萌
芽
」
で
あ
っ
て
も
、
廃
棄
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
し
て
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
著
者
は
厳
し
い
批
判
の
眼
を
向
け
る
。
そ
も
そ
も
日
本
は
生
殖
補
助
技
術
に
対
す
る
規
制
や
議
論
が
ま
っ
た
く
不
足
し
て

い
る
。
着
床
前
診
断
、
代
理
母
、
非
配
偶
者
の
卵
子
を
用
い
た
体
外
受
精
な
ど
生
殖
技
術
の
濫
用
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
唯
一
の

規
制
は
産
婦
人
科
学
会
の
会
告
頼
み
の
状
態
だ
っ
た
。
本
来
、
生
殖
医
療
そ
の
も
の
が
余
剰
胚
を
な
る
べ
く
産
出
し
な
い
よ
う
せ
ね

ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
規
制
す
る
法
律
が
な
く
放
置
さ
れ
た
ま
ま
、
凍
結
さ
れ
た
ヒ
ト
胚
は
増
え
て
い
く
。
く
わ
え
て
、

前
述
の
特
定
胚
に
は
ヒ
ト
受
精
胚
が
含
ま
れ
な
い
。
と
な
る
と
、
事
実
上
、
ヒ
ト
受
精
胚
に
関
し
て
規
制
を
う
け
ず
に
研
究
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
態
は
、
生
殖
補
助
技
術
に
お
い
て
、
本
来
は
産
出
を
め
ざ
す
は
ず
の
ヒ
ト
受
精
胚
が
ヒ
ト
胚
研
究

の
た
め
の
実
験
道
具
で
も
あ
る
と
い
う
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
の
矛
盾
が
産
婦
人
科
医
に
い
か
な
る
負
担
を
強
い
る
の
か
。
著
者

の
言
に
よ
る
と
、「
産
出
の
た
め
に
体
外
受
精
技
術
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
た
ヒ
ト
胚
を
、
生
存
の
望
み
が
な
い
余
剰
胚
と
し
て
物
扱

い
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
法
は
、
ヒ
ト
胚
の
尊
厳
と
生
き
る
権
利
を
侵
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
安
寧
を

第
一
義
に
考
え
る
産
婦
人
科
医
の
倫
理
に
も
反
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
生
殖
補
助
医
療
に
携
わ
る
産
婦
人
科
医
の
職
業
の
尊
厳
と
医

師
と
し
て
の
良
心
を
侵
害
し
ま
す
」（
一
〇
五
頁
）。

　

著
者
の
こ
と
ば
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
樹
立
し
た
山
中
教
授
の
こ
と
ば
と
共
鳴
す
る
。「
そ
の
こ
ろ
、
顕
微
鏡
で
ヒ
ト
の
受
精
卵
を
観

察
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
だ
い
ぶ
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
…
…
受
精
卵
を
見
た
と
き
に
、『
う
ち
に
い
る
娘
た
ち
と
こ
の
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受
精
卵
の
差
は
わ
ず
か
だ
』
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
実
験
に
使
う
こ
と
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら
避
け
た

い
と
感
じ
ま
し
た
」（
八
二
頁
）。
日
常
的
な
こ
と
ば
だ
が
、
受
精
卵
が
廃
棄
さ
れ
、
実
験
さ
れ
、
破
壊
さ
れ
る
現
実
の
な
か
で
発
せ

ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
倫
理
的
な
瞬
間
だ
と
も
受
け
取
れ
る
。
受
精
卵
を
モ
ノ
と
し
て
観
察
す
る
観
察
者
の
視
点
が
、
受
精

卵
に
娘
の
人
格
性
を
投
影
す
る
こ
と
で
、
受
精
卵
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
む
し
ろ
実
験
に
使
い
た
く
な
い
＝
受
精
卵
に
仕
え
る
ほ

う
へ
転
換
し
て
い
る
。
モ
ノ
と
の
使
用
の
関
係
で
は
な
く
、
使
用
の
関
係
を
越
え
、
開
か
れ
た
善
の
か
か
わ
り
を
結
ぶ
こ
と
こ
そ
科

学
者
の
自
律
性
で
あ
り
、
自
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

著
者
は
こ
う
し
た
善
が
優
位
に
あ
る
科
学
の
在
り
方
は
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
来
、
長
く
医
の
伝
統
と
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
も
の

だ
と
の
べ
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
か
ら
外
れ
る
と
き
、
何
が
医
療
か
わ
か
ら
な
く
な
る
と
指
摘
す
る
（
一
四
八
頁
）。

患
者
の
利
益
最
優
先
の
思
想
の
も
と
に
、
病
者
救
済
の
精
神
の
発
露
と
し
て
「
科
学
と
良
心
」
に
も
と
づ
く
医
療
を
実
践
す
る
こ
と
。

医
師
は
他
者
の
た
め
に
善
を
施
そ
う
と
す
る
慈
愛
を
も
ち
、
他
者
の
た
め
に
専
門
技
術
を
施
す
こ
と
。
医
師
は
患
者
の
生
命
の
擁
護

者
で
あ
り
つ
づ
け
、
決
し
て
命
を
奪
う
者
で
は
な
い
こ
と
。
こ
の
一
貫
性
は
洋
の
東
西
問
わ
ず
、
人
類
の
普
遍
的
な
思
想
で
あ
ろ
う
。

「
殺
さ
な
い
」、「
死
す
べ
き
命
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
い
う
伝
統
的
な
医
の
倫
理
を
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
育
む
人
格
主
義
生
命
倫

理
学
の
こ
と
ば
で
現
代
的
に
語
る
本
著
は
、
科
学
技
術
が
も
た
ら
す
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
医
学
や
科
学
が
人

と
人
と
を
分
断
す
る
も
の
で
は
な
く
、
つ
な
ぎ
、
癒
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
知
ら
せ
る
。


